




 小学校（月額） 中学校（月額）  小学校（月額） 中学校（月額）  小学校（月額） 中学校（月額） 

水戸市 半額に軽減 無償化 鹿嶋市 美浦村 4,400 4,700 

笠間市 第３子のみ無料 潮来市 無償化 無償化 阿見町 4,100 ４,５５０ 

ひたちなか市 4,300 4,700 神栖市 ２０２４年度は無料 河内町 無償化 無償化 

常陸大宮市 3,500 ３,９００ 行方市 4,000 4,300 利根町 無償化 無償化 

那珂市 4,300 4,700 鉾田市 無償化 無償化 古河市 無償化 無償化 

小美玉市 3,400 無償化 土浦市 無償化 無償化 結城市 4,250 4,650 

茨城町 4,000 無償化 石岡市 無償化 無償化 下妻市 3,675 4,175 

大洗町 龍ケ崎市 4,320 4,731 筑西市 無償化 無償化 

城里町 無償化 無償化 取手市 4,570 5,080 坂東市 

東海村 4,200 4,600 牛久市 4,320 無償化 桜川市 

大子町  無償化 無償化 つくば市 4,700 常総市 3,800 4,200 

日立市 無償化 無償化 守谷市 4,207 4,536 八千代町 無償化 無償化 

常陸太田市 全員半額  稲敷市 無償化 無償化 五霞町 3,850 4,260 

高萩市 第2子半額、第３子～無料 かすみがうら市 境町 無償化 無償化 第２子～無料 

北茨城市 無償化 無償化 つくばみらい市 3,700 4,300  

  日本共産党県議団の調べで、県内４４市町村のうち２０自治体が学校給食費無償化（水戸市、牛久市、小美玉市、茨城町は中学生のみ）

を実施するほか、７自治体が期限や条件付で上乗せ補助を実施。 県議団は、県として無償化のための補助創設を求めています。 保護者負

担金は下記のとおりです  （２０2４年４月現在）。 変更や相違がありましたらお知らせください。 県議団 ０２９－３０１－１３８７ 
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モバイル茨城新聞
（振込課⾦版）

2023年7⽉24⽇(⽉)

制服引き取り格安販売、保護者に好評 茨城・つくばみらいの
⼩絹中 

PTAの呼びかけで集まった⼩絹中の制服=つくばみらい市絹の台

茨城県つくばみらい市絹の台の市⽴⼩絹中のPTAが、卒業⽣の家庭から
不要になった制服を引き取り、在校⽣の家庭などに安く提供する「制服
バンク」に取り組んでいる。家計負担の軽減にも⼀役買うと好評だ。PT
A主催で初めての販売会が今⽉開かれ、保護者らが列を作った。

販売会は在校⽣の家庭を対象に開かれた。会場となった教室には、制服
のズボンやスカート、体操服、ワイシャツ、ブラウス、通学⽤バッグな
ど約300点が並んだ。

価格は制服のズボン、スカート、ベスト、ブレザーが1点千円。ほかは1
点500円。全て新品でそろえようとすると、合計10万円ほどかかること
もあり、値段の安さは今のご時世では⼤変魅⼒的だ。訪れた⼥性(44)は
「安く購⼊できる場があるのは助かる」と話していた。

「制服バンク」の構想が持ち上がったのは2年前。保護者の中から「制
服が⾼くて⼤変」「3年たってサイズが合わなくなった」などの声がき
っかけだった。制服は3年間着ても⼗分使えるが、卒業後は使い道がな
くなり、処分に困ることが多い。成⻑期ゆえ、途中で買い替えが必要に



なる場合もある。

これらの悩みを解決しようと、昨年から取り組みが始まった。最初はPT
A会員が知⼈に声をかけて制服を引き取り、不要になった在校⽣の制服
と交換したり、転校⽣に貸し出したりしていた。

昨年度卒業⽣の家庭に声をかけたところ、制服や体操服など約70件の寄
付があったという。同校PTA会⻑の鈴⽊智⼦さん(48)は「予想以上に集
まった」と、協⼒に感謝した。

茨城新聞 2023年7⽉24⽇(⽉)付 地域総合(19⾯)
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モバイル茨城新聞 
（振込課⾦版）

2023年2⽉5⽇(⽇)

茨城・笠間市 中学制服費を助成 物価⾼対策、1⼈3万円

笠間市役所本所=笠間市中央

茨城県笠間市は、同市在住で来年度に新中学1年になる児童の保護者
に、制服などの購⼊代⾦として1⼈3万円を助成する。1⽉20⽇の市議会
臨時会で関連条例案が可決された。予算額は1950万円。物価⾼騰による
経済的負担の軽減を⽬的に新型コロナ地⽅創⽣交付⾦を活⽤する。 
 
市教委によると、対象児童は、来年度に中学校、義務教育学校の後期課
程、中等教育学校の前期課程、特別⽀援学校の中学部などに進学する約
650⼈。同委は「次年度以降は⼀般予算から財源を確保し、⼦育て⽀援
の⼀環として事業を継続していきたい」と話している。 
 
助成を受けるには申請が必要で3⽉10⽇が期限。問い合わせは、市教委
学務課(電)0296(77)1101。 

茨城新聞 2023年2⽉5⽇(⽇)付 地域総合(19⾯)

 



 


